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■ 環境認識 
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「日本経済を後押しする成長戦略に期待」  

法人税制・規制改革 
・ビジネスイノベーションの創出等 

女性、若者に対する労働環境整備 
・雇用形態の拡大 

医療分野の研究開発促進 
・関連産業に対する規制緩和 

企業の競争力強化 金融市場の活性化 労働環境の改善 

農業の競争力強化 医療・介護分野の産業成長 電力事業の改革 

公的資金の運用改善 
金融⇔実体経済の好循環 

新規参入の促進・農業経営の 
多角化・日本産の輸出拡大 

事業参入の規制緩和 
・供給体制の見直し 

国家戦略特区による分野別の規制緩和 

不動産市場の活性化・国際的なビジネス環境の整備・多分野におけるイノベイティブな政策実施 

全国一律型ではなく、「地域・分野」の特性に合わせた政策により、 
 

日本のコアコンピタンスを進化させることが、日本経済再生の鍵に 
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■ 邦銀を取り巻く環境認識 

国内銀行における預貸金残高と個人ローン残高の推移 国内銀行の預貸ギャップ・預貸率と貸出金約定金利の推移 

法人と並び有望な貸出先として各行が「個人ローン」に注目 

個人消費を支える個人ローンは、独自性や利便性がさらに求められる 

出所：日本銀行データより作成 

預金残高 
貸出金残高（個人） 

（兆円） 

貸出金残高（法人等） 

アベノミクスの大胆な金融緩和により、銀行預金・貸金ともに増加基調 

新規貸出先の発掘や優遇金利依存モデルからの脱却が今後の課題 
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〈 貸出金約定金利（ストック）の推移 〉 

出所：日本銀行データより作成 
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〈 国内銀行の預貸ギャップ・預貸率の推移 〉 

出所：日本銀行データより作成 
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■ 住宅ローン市場を取り巻く環境認識 

《エリア別》 新設住宅着工戸数の推移 リノベーション工事受注高推移 

■ 政府の景気刺対策等の効果により、不動産市場への注目度の高まりが続く 

■ 建設資材の価格変動や不動産需給バランスに対する供給力の影響度を注視 

■ 中古住宅やリノベーション市場の拡大⇒良質な住宅ストック確保 

■ リノベーション専門業者増加＋新築業界や他業種からの参入増 

（戸数） （億円） 

出所：国土交通省 出所：国土交通省 

居住スタイルの多様化にともない、新築に加えた中古市場も活況を呈している 

複雑化するニーズに対する迅速なサポートが、住宅ローン市場の成熟化につながる 
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消費者向け貸付残高の推移 登録貸金業者数の推移 

〇 個人消費をサポートするカードローンビジネスの中核的な担い手として銀行に期待 

〇 差別化が難しいカードローンは、競合他社との価格競争に陥りやすい 

   住宅ローンと同様に、独自性のあるビジネスモデルの構築・展開が必要不可欠 

「消費者向け」は 
66.6％の減少 

出所：日本貸金業協会 

単位：億円 単位：業者（数） 

1,312 1,257 
2,350 2,589 

4,057 

6,178 

9,115 

11,832 

改正貸金業法 
 完全施行 

改正貸金業法 
 完全施行 

登録業者数は 
89.4％の減少 

■ 消費者信用市場を取り巻く環境認識 
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■ 第５次経営計画グランドデザイン 

フリーローン事業 

資産運用サポート事業 

住宅ローン事業 

保障性保険事業 
（バンカシュアランス） 

スモール 

/ ミドル法人事業 

ネットワーク事業 

広域事業 代理店事業 

総合的なエリア戦略を 

可能とする 

スルガのケイパビリティ 

市場の特性を活かし、顧客軸を付加した価値創造実現へ 
－スルガのリテール特化戦略により培ったノウハウを最大限に発揮－ 

日本郵政グループの 

幅広いネットワーク 

コミュニティバンク 

静岡 / 神奈川の従来型の 

フルバンキングサービス 

インターネット・コールセンター 

によるダイレクトチャネル 

首都圏をはじめ札幌から福岡まで、 

主要な都市圏における事業展開 

マーケティング 
システム       
インフラ 

全国に広がる  
顧客基盤 

価値観 

Our 
Philosophy 

他を圧倒する 
スピード・柔軟性 

戦
略
的
傾
斜
配
分 

戦
略
的
傾
斜
配
分 

経
営
資
源
の
効
率
的
・効
果
的
な
配
分 

主な市場 コア事業 
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潜在的な 
お客さま 

6 

■ スルガ式のコミュニケーション 

従来の枠にとらわれず、多様な「メディア・テーマ」をクロスさせることにより、 
 「お客さまへの提供価値向上・潜在顧客との対話機会の増加」に繋げる 

メディア① オンライン  

メディア② オフライン 

ネット・ＳＮＳ・アプリ 

店舗・ＡＴＭ・ｄ-ｌａｂｏ等 

お客さまとの接点を通じ「興味・関心」を呼び起こし、ライフスタイルをナビゲードしながら 

「共感・納得」というマインドに寄り添うことを目指す ⇒ スルガ式のコミュニケーション 

お客さま 
（深耕先） 

人生を 

Change 
変える 

人生を 

Play 
楽しむ 

人生を 

Think 
考える 

貯める 

借りる 

遺 す 

テーマ② 

非金融 
テーマ① 

金融 



© 2014SURUGA bank, Ltd. All rights reserved. © 2014SURUGA bank, Ltd. All rights reserved. 

■ スルガのマーケティング 

7 

コール 
センター 

インター 
ネット 

営業店 スマートフォン 
（モバイルデバイス） 

ＡＴＭ 

オペレーショナルＣＲＭ 

≪  顧客情報マネジメント  ≫ 

≪定量・定性データの蓄積≫ 

取
引
見
込
先
の
情
報
管
理 

情
報
蓄
積 →

 

顧
客
全
体
像
を
把
握 

顧
客
ニ
ー
ズ
の
先
読
み →

 

一
歩
先
行
く
価
値
提
供 

経
験
知
に
基
づ
く
価
値
提
案 

アナリティカルＣＲＭ 

≪多角度・柔軟なデータ分析≫ 

≪ シーンを自由設計し抽出 ≫ 

 

ＤＷＨ 

≪情報を統合する戦略基盤≫ 

≪顧客モデルの創出・予測≫ 

「自動審査システム」等の各種サブシステムと連携 

情報戦略基盤 

情報インフラ 

取引深耕顧客 潜在顧客 

顧客接点 

新たな価値交換関係の構築 

スルガ独自のデータベースを活用することにより 「価値交換モデルの循環」 を実現 
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■ スルガの有担保ローンビジネス 
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お客さま 

スルガ 

不動産 
チャネル 

契
約
成
立 

顧
客
紹
介 

ニ
ー
ズ
に
合
致 

し
た
独
自
商
品 

お客さま 

スルガ 

不動産 
チャネル 

契
約
成
立 

「商品軸」時代の有担保ローンビジネス 「顧客軸」時代の有担保ローンビジネス 

『不動産チャネル』 を起点とした 
 「Ｂ ｔｏ Ｂ ｔｏ Ｃ」 モデル 

有
担
保
フ
リ
ー
ロ
ー
ン 

住
宅
中
心
の
有
担
保
ロ
ー
ン
申
込 

不動産チャネル営業に依存せず、金利競争とは一線を画した 

「顧客軸」を付加したビジネスモデルの展開 

時代の変化にあわせて進化し続けるスルガの有担保ローンビジネス 

『自社ＤＢ』と『2種類のＣＲＭ』を起点とした 
 「Ｂ ｔｏ Ｃ」 モデル 

住
宅
ロ
ー
ン
申
込 

データドリブン型 
アプローチにより 

価値交換モデルを循環 
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差別化は難しい領域・ 
中長期的に発生する 
資金にニーズをサポート 

多様な顧客ﾆｰｽﾞに対し 
テーラーメイド式の 

パーソナルアプローチ 

スピード重視・ 
レディメイド・ 
マスアプローチ 
 

金融サービス業ならではの 
預金・貸金両建による 
プランニングで差別化 

与信額 

セ
グ
メ
ン
ト 

セグメント別に異なるフリーローンゲートウェイが存在する・ 
リレーションサイクルにより表面化するローンニーズをサポート 

セグメントに即したスルガ式の提案 

大 小 

Ａ 

Ｘ 

≪アライアンス企業との連携強化によりスルガ式の提案力を進化≫ 

9 

価値提供機会 
の深化 

リレーション 
サイクルの回転 

× 

マーケティング 

■ スルガ独自のカードローンビジネス 

【ライフスタイル】 

金融機能＋αの

付加価値提供 

【アクティビティ】 

真のニーズや 

気づきの発掘 

【顧客軸】 

ライフステージ毎

のナビゲーション 

【サービス・商品性】 

フレキシブルに

設計可能 

【メディアの活用】 

場所・時間を選ばない

HP・ｽﾏﾎ・ｱﾌﾟリ 
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■ ゆうちょ銀行との業務提携  

フ
リ
ー
ロ
ー
ン 

93千件 11千件 

住
宅
ロ
ー
ン 

2,721億円 123億円 

累 計 2013年度下期実績 

82千件 

2,598億円 

2013年9月末 
までの実績 

※実績は「実行額」ベース 

※千件未満切捨て 

提携開始から現在までの実績 

ゆうちょ銀行全233 店舗で 

目的別ローンおよびカードローンのお申込みが可能に 

日本全国に広がるゆうちょネットワークを活用したビジネス展開 

沖縄地方 
ゆうちょ銀行 1 

九州地方 

ゆうちょ銀行 13 

四国地方 

ゆうちょ銀行 6 

中国地方 

ゆうちょ銀行 11 

近畿地方 

ゆうちょ銀行 44 

中部地方 

ゆうちょ銀行 33 

北海道 

ゆうちょ銀行 5 

東北地方 

ゆうちょ銀行 10 

関東地方 

ゆうちょ銀行 110 

「お客さま」のニーズを大切に考えたローンを 

          より多くのお客さまにご提供 

全国に広がる 

ゆうちょ銀行の店舗ネットワーク 

10 
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貸出金利回りと貸出金平残 

総資金利ざや 

（億円） 
（億円） 

1.68% 

0.61% 

1.78% 

0.58% 

（13/9） 
（13/9） 

貸出金平残 

貸出金利回り 

0.55% 

1.81% 

預金平残 

預金等利回り 

■ 利ざや等の状況(全体)     

0.50% 

1.94% 

当社 

地銀平均 

2.06% 

0.44% 

（13/9） 

預貸金粗利ざや 

預金等利回りと預金平残 

預貸金利ざや 
3.09% 1.24% 

0.27% 

当社 

地銀平均 

当社 

地銀平均 

3.12% 3.13% 3.21% 
3.29% 

1.74% 1.70% 1.62% 
1.52% 1.44% 

【地銀平均】貸出金利回り 【地銀平均】 
預金等利回り 

1.05% 1.09% 
1.15% 

0.37% 0.34% 0.31% 0.28% 

1.31% 

（13/9） 
（13/9） 

23,613 
24,086 

25,062 
26,180 

27,527 

29,446 
30,471 

31,541 
33,090 

35,602 

1.50% 

0.21% 
0.13% 

0.09% 0.08% 0.09% 0.18% 
0.12% 0.09% 

0.07% 0.06% 

10/3 

1.93% 1.82% 1.71% 1.59% 

3.31% 3.26% 3.22% 3.29% 
3.38% 

11 

11/3 12/3 13/3 

10/3 11/3 12/3 13/3 

14/3 

14/3 

10/3 11/3 12/3 13/3 14/3 

10/3 11/3 12/3 13/3 14/3 

10/3 11/3 12/3 13/3 14/3 
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（13/9） 0.63% 0.61% 0.58% 
0.53％ 0.46% 

預貸金利ざや 

利回り・経費率の状況 預貸金粗利ざや 

■ 利ざや等の状況（国内）     

1.38% 
1.32％ 1.31% 

  預金等利回り 

  

 貸出金利回り  経費率 

1.26% 

3.39% 
3.33% 3.28% 3.33% 

3.40% 

1.22% 

0.21% 
0.13% 

0.09% 0.08% 0.09% 

1.79% 
1.87% 1.88% 

1.99% 
2.08% 

3.18% 3.20% 3.19% 
3.25% 3.31% 

1.54% 
1.76% 1.71% 1.64% 

1.44% 

12 

10/3 11/3 12/3 13/3 

10/3 11/3 12/3 13/3 

14/3 

（13/9） 

14/3 

当社 

地銀平均 

当社 

地銀平均 

10/3 11/3 12/3 13/3 14/3 
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474 
908 896 

コア業務純益と当期純利益 円貨預貸金利益と業務粗利益 

（億円） 

■ 利益の推移 

（億円） コア業務純益 

当期純利益 業務粗利益 

円貨預貸金利益 
最高益 

778 771 
801 

829 

706 
735 

769 

840 

331 
358 

375 

416 

140 

21 

148 

210 

275 

13 

10/3 11/3 12/3 13/3 10/3 11/3 12/3 13/3 14/3 

最高益 

14/3 
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 下期実行額 

個人ローン実行額 個人ローン残高・ 個人ローン比率 

19,567 

（億円） （億円） 

20,315 

21,705 

 フリーローン残高 

 住宅ローン残高 

 個人ローン比率（％） 

■ 個人ローンの状況 ①  

23,273 

2,546 

 年間住宅着工件数（千件） 

24,705  上期実行額 

80.0% 80.3% 

83.0% 
84.4% 

85.7% 

2,590 
2,632 

3,154 

4,037 

5,141 

16,977 
17,683 

18,551 

19,564 
19,236 

1,252 

1,431 

1,555 

1,294 1,201 

2,632 

1,382 

2,989 

1,607 

11/3 12/3 13/3 10/3 11/3 12/3 13/3 14/3 14/3 

775 
819 

841 
893 

987 

3,322 

1,767 

1,763 

10/3 

14 

1,794 

3,557 
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（注）（      ）内は平均レート 

無担保カードローン 

無担保証書貸付 
有担保フリーローン 

住宅ローン 
19,564億円 
（3.3%） 

フリーローン 

■ 個人ローンの状況 ②  

２０１４年３月末 

5,141億円 
(6.1%) 

個人ローン 24,705 億円 (3.9%) 

3,841億円 
（4.2%） 

1,097億円(12.0%) 

203億円（7.0%) 

フリーローン残高内訳・平均レート 個人ローン残高内訳・平均レート 

無担保証書貸付残高 

無担保カードローン残高 

有担保フリーローン残高 

23 

693 

1,916 

19 
813 

2,322 

16 

926 

3,095 

2,632 3,154 

4,037 

5,141 

（億円） 203 

1,097 

3,841 

11/3 12/3 13/3 14/3 97.7% 変動金利 
2.3%  
固定金利 

《住宅ローン残高の金利タイプ》 
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■ ダイレクトワン(株)の営業展開 

現在の店舗数 14店舗 

内訳 静岡県   7店舗 神奈川県  2店舗 

    愛知県   2店舗 東京都    1店舗 

    山梨県   1店舗 リアル計   13店舗 

     ネット    1店舗 

営業貸付残高の推移（2013年度） 営業店舗の状況 

78 
82 

84 
87 

89 
94 

10月 11月 12月 1月 2月 3月 

（億円） 

16 

 営業貸付金残高 
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住宅ローン地域別残高比率 住宅ローン実行レート分布（累計） 

 首都圏  神奈川 静岡  広域 

■ 住宅ローンの状況   

 住宅ローン実行平均レート（％） 

24.2% 23.8% 23.3% 22.9% 22.6% 

0.5% 0.4% 0.4% 0.4% 

41.0% 41.2% 41.5% 41.9% 42.2% 

34.3% 34.6% 34.8% 34.8% 34.8% 

3.67% 3.71% 3.75% 
3.89% 3.93% 

50.4% 51.0% 51.7% 52.3% 52.5% 

17.6% 17.2% 16.7% 16.3% 15.8% 

19.9% 18.9% 17.8% 16.8% 15.9% 

12.1% 12.9% 13.8% 14.6% 15.8% 

17 

13/3 12/3 14/3 13/9 12/3 14/3 

 ３％未満  ３％台 ４％台  ５％以上 

3.32% 3.32% 3.33% 3.35% 3.37% 

 住宅ローン末残平均レート（％） 

0.4% 

12/9 13/9 12/9 13/3 
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3.33% 3.33% 3.32% 3.33% 3.37% 

0.23% 0.21% 0.09% 0.03% 0.03% 

0.45% 0.36% 0.33% 0.28% 0.28% 

7.21% 6.84% 6.71% 6.20% 6.12% 

0.27% 0.22% 0.16% 0.09% 0.05% 

0.64% 0.55% 
0.40% 0.39% 0.33% 

フリーローン 住宅ローン 

※延滞率＝3ヶ月以上延滞債権 ÷ ローン残高   ※毀損率＝デフォルト率×（１－回収率） 

   毀損率    利回り    延滞率    毀損率    利回り    延滞率 

■ 個人ローンの延滞率・毀損率の推移 

11/3 12/3 13/3 10/3 11/3 12/3 13/3 10/3 14/3 14/3 

18 
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投資信託 

保険 

その他（国債等保護預り、外貨） 

12.9% 12.4% 
11.5% 

10.6% 
8.8% 

投信・保険手数料収入 投資性商品残高内訳（個人） 

投信販売手数料 
投信信託報酬 
個人年金保険手数料 
その他保険（火災、一時払終身、保障性） 

（百万円） （億円） 

   投資性商品比率 

■ 投資性商品〈残高・手数料〉推移（個人） 

1,201 
1,284 

1,333 1,338 

762 

203 

108 

128 

186 

750 

112 

236 

54 

703 

78 

498 
563 

685 

55 

35 

604 

54 

766 

35 

1,459 

3,145 3,083 
2,965 2,956 

2,622 

1,165 

1,408 

572 547 

1,380 

1,156 1,100 

1,338 

527 

1,206 

1,274 

476                 396 

1,043 

1,183 

13/3 12/3 11/3 10/3 14/3 13/3 12/3 11/3 10/3 14/3 

19 
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778 771 
801 

840 

908 

23 24 24 24 33 

240 233 238 238 241 

151 152 152 153 
159 

53.1% 53.1% 
51.7% 

49.4% 
47.6% 

（億円） 

 業務粗利益 

 人件費 

物件費 

 ＯＨＲ 

 税金 

■ 経費・ＯＨＲの推移 

415 414 409 414 
433 

10/3 11/3 12/3 13/3 14/3 

20 



© 2014SURUGA bank, Ltd. All rights reserved. © 2014SURUGA bank, Ltd. All rights reserved. 

開示区分 
14年3月期 
与信残高 

構成比 
法人・個人別 
与信残高 

構成比 
担保・ 
保証 
合計 

担保 保証 保全率 引当 引当率 カバー率 

破産更生債権 

及びこれらに 

準ずる債権 

82 0.28% 

個人 59 0.24% 35 29 6 59.20% 24 100% 100% 

法人 23 0.56% 21 3 18 92.16% 2 100% 100% 

危険債権 220 0.76% 

個人 51 0.20% 30 25 5 59.43% 11 56.39% 82.31% 

法人 169 4.07% 145 59 86 85.96% 13 56.39% 93.88% 

要管理債権 209 0.72% 

個人 107 0.43% 74 73 1 69.35% 8 24.14% 76.75% 

法人 102 2.47% 37 37 0 36.34% 21 32.97% 57.33% 

合計 511 1.76% 

個人 217 0.87% 139 127 12 64.25% 43 56.34% 84.39% 

法人 294 7.10% 203 99 104 69.19% 36 40.43% 81.65% 

正常債権 28,490 98.24% 

個人 24,648 

法人 3,842 

総与信合計 29,001 100% 

個人 24,865 

法人 4,136 

（億円） 

■ 金融再生法開示債権詳細 

カバー率合計 82.81％ 

保全率 

引当率      

カバー率 

： 担保・保証による保全率 

： 無担保部分への引当率 

： 担保・保証・引当を考慮したカバー率 

21 
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実質与信費用 開示債権比率 

2.20% 

3.03% 

1.96% 2.01% 

1.76% 

0.29% 0.28% 0.31% 0.33% 0.30% 

1.81% 
1.96% 

1.61% 1.65% 
1.48% 

331 
358 

375 

416 

474 

107 

277 

83 

43 
10 

0.45% 

1.15% 

0.33% 

0.16% 0.03% 

（億円） 

   開示債権比率（担保・保証・引当金控除後） 

   開示債権比率（引当金控除後） 

   開示債権比率 コア業務純益 

実質与信費用（与信費用ー償却債権取立益） 

実質与信費用比率（実質与信費用/貸出金平残） 

■ 開示債権比率と実質与信費用の推移 

12/3 10/3 14/3 11/3 13/3 12/3 10/3 14/3 11/3 13/3 

22 
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国債 外国債券 社債 地方債 

（億円） 

平均残存期間（年） 

■ 債券ポートフォリオの推移 

13/3 12/3 11/3 10/3 14/3 

1,578 
1,775 

3,402 
3,612 

0.34 0.33 

0.40 

0.85 0.44 

3,124 2,681 1,504 1,452 

179 

122 

110 99 

65 

48 

76 

135 
97 

85 
2 

107 

3,191 

116 

9 

2,860 

25 

預証率 ５．８％ 

23 
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アウトライヤー比率 

統合リスク管理 

２０１３下期 

配賦原資 

（億円） 

２０１４／３月末  

リスク量 

２０１３年９月末 

Ｔｉｅｒ Ⅰ 

バッファー 

１，３８８ 

２０１３下期 

配賦資本 

 
５５５ 

２０１４年３月末 

金利ショック 

方 式 
±２００ｂｐ 

金利リスク量 ４３億円 

アウトライヤー 

比 率 
１．７％  

８１８ 

２，２０６ 

２５４ 

３９１ 

１７３ 

１６９ 

２５１ 

１３５ 

信用リスク 

市場リスク 

オペレーショナル 

リスク 

１．信頼水準  ９９％（共通） 

２．保有期間 （営業日） 

 ・信用リスク      ２４０日 
 ・預貸金、債券等 
    金利・価格変動リスク  ６０日 
  （トレーディング勘定は   １０日）   
 ・株式 価格変動リスク    １２０日 

３．オペレーショナルリスク 

       基礎的手法 

■ リスク量の状況 

24 
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自己資本 
（新基準） 

■ 自己資本の推移 

繰延税金資産 

自己資本比率 自己資本・繰延税金資産  

自己資本比率 

11.00% 

10.57% 10.47% 

10.78% 

繰延税金資産/自己資本 

10.0% 

13.8% 

7.4% 

3.4% 

1.4% 

1,973 
1,935 

2,011 

2,197 

2,476 

198 

267 

149 

75 
36 

13/3 12/3 11/3 10/3 14/3 

（億円） 

11.42% 

13/3 12/3 11/3 10/3 14/3 

※2014年3月期よりバーゼルⅢを踏まえた国内基準にて算出 

一株当たり年間配当金 

3.0 5.0 6.0 6.5 7.5 
5.0 

6.0 
7.0 

8.5 
9.5 

13/3 08/3 14/3 07/3 06/3 

17.0 
15.0 

13.0 
11.0 

8.0 

（円） 

（新基準） 

25 
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２０１３年度 
実  績 

（Ｂ） 

 ２０１２年度   
実  績 

（Ａ） 

前年度比 

（Ｂ－Ａ） 

２０１４年度 

見通し 

１０  

２７５  

４５３  

４７４ 

４７５ 

４３３  

９０８ 

１３．２２ 

１１６．５４  

１７.０  

△ ３３   

  ＋ ６５ 

＋ ９９  

＋ ５８  

＋ ５１   

＋ １８  

  ＋ ６８  

＋ ２．１２ 

＋ ２７．１６ 

＋２．０  

１０  

２８５ 

４５５  

４８５  

４８５  

４５５ 

９４０ 

１２．３０ 

１２０．４６  

１７.０  

４３   

２１０  

３５４   

４１６   

４２４   

４１５   

８４０ 

１１．１０  

８９．３８ 

ＲＯＥ（％）（当期純利益ベース） 

一株あたり配当金（円） 

実質与信費用 

当期純利益  

経常利益  

コア業務純益 

業務純益 

経費等    

業務粗利益 

ＥＰＳ（円） 

１５.０  

（億円） 

■ ２０１３年度実績及び２０１４年度業績見通し 

26 
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変化し続ける時代の声にお応えしながら、持続可能な社会の実現に向けて、 

未来を担う子供たちが健やかに成長するための豊かな環境づくり、 

「価値ある社会」の創造に向けて、たゆみない挑戦を続けてまいります 

本業としての 

戦略的価値 

未来の子供たちのために 

Value for the Future 

持続可能性のための 

基本的CSR 

遵法を超える正しさに 

沿う経営 

機会 

責任 

Value for the Future 

未来の子供たちのために 
私たちができること 

子供たちが未来に美しい花を咲かせ、 

豊かで実り多い社会を築いていけるように。 

そのための土壌を創ってまいります。 
未来創造サポート・プログラム 

自助自立社会の実現をめざして 
サスティナブルな社会実現プログラム 

ふじのくにの景観は地域の文化遺産 

次世代育成サポート・プログラム 

未来を担う子供たちのために 

スルガのＣＳＲのフレームイメージ 

■ スルガの考える未来創造型ＣＳＲ 

未来を担う子供たちの健やかな成長を応援する取組み 

“未来の苗木プロジェクト” 

第93回天皇杯全日本 
サッカー選手権大会での 
エスコートキッズ 

「未来の苗木コンサート」 

「ふじのくに 水の循環」ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 「子供の茶会～菊の茶会」 

27 
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■ 経営理念における成長のあり方 

経営 

「立地する国、地域の文化に立脚する」 

「人に基軸を置く」 

Culture-oriented 

People-based 

Social-perspective 
「社会的な見地を大切にした経営を行う」 

“Ｃ・Ｐ・Ｓ”を原点とした成長 

28 

株 主 

その他の 
ステークホルダー 

お客さま 社 員 
 
 （グループ） 

資本の効果的 
運用システム 

幸せ実現の  
支援システム 社会的役割遂行と 

自己実現のための 
直接的参加システム 

“価値交換システム”としての成長 

各ステークホルダーとの価値交換性の向上を 
成長と定義する 

C 

P 

S 

文化を尊重し、その文化を強みとして                            

活かしていくことにスルガの成長がある 

企業の理論ではなく、人の論理を中心に                                    

据えた経営によって成長を実現する 

社会的公器としてのあり方を絶えず志向し、                             

社会規範の上をいく状態を実現する 

 
 

 
 

 
 

（グループ） 

成 長 

“使命型企業”としての成長 

「ライフ アンド ビジネス コンシェルジュとして     
〈夢をかたちに〉する、〈夢に日付を〉いれるお手伝い」をするという 

ミッションの実現性の向上を成長と定義する 



本資料には、将来の業績に関る記述が含まれています。こうした記述は、将来の業績を保証するものではなく、 
リスクや不確実性を内包するものです。将来の業績は、経営環境の変化などにより、目標対比異なる可能性が 
あることにご留意ください。 

〈 本件に関する照会先 〉 

経営管理部 ＩＲ 

［TEL］ 03-3279-5536 

［ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ］  ir.koho@surugabank.co.jp 

Ｔｈａｎｋ ｙｏｕ． 


